ず 僕 は 何も 分らない の だから、 小説 同様え らいの だろ 

しき し 

うと 思って いた。 それから 頻りに 僕に 発句 を 作れと 強 

ささやぶ 

いる。 其 家の 向う に笹 藪が ある。 あれ を 句に する の だ 

ええ かと か 何とかい う。 こちら は 何ともい わぬ に、 向 

さ 

うで 極めてい る。 まあ 子分の ように 人 を 扱う の だな あ _ 

又 正 岡 は それより 前 漢詩 を 遣って いた。 それから 一 

六 風 か 何 かの 書体 を 書いて いた。 其 頃 僕 も 詩 や 漢文 を 

いっさん 

遣って いたので、 犬に 彼の ー粲を 博した。 僕が 彼に 知 

られ たの はこれ が 初めであった。 或 時 僕が 房 州に 行つ 

た 時の 紀行文 を 漢文で 書いて 其 中に 下らない 詩な ど を 

入れて 置いた、 それ を 見せた 事が ある。 処が 大将 頼み 



聞いて いる。 

彼 は 僕な どより 早熟で、 いやに 哲学な ど を 振り 廻す 

もの だから、 僕な ど は 恐れ を 為して いた。 僕 はそう い 

う 方に 少しも 発達せ ず、 まるで わからん 処へ 持って来 

て、 彼 は ハルトマンの 哲学書 か 何 か を 持ち込み、 大分 

振り 廻して いた。 尤も 厚い 独逸 書で、 外国に いる 加 

藤恒忠 氏に 送って 貰った もので、 ろくに 読め もせぬ も 

しき 

の を 頻りに ひっくりかえ していた。 幼稚な 正 岡が 其 を 

振り 廻す のに 恐れ を 為して いた 程、 こちら は 愈 M 幼稚 

な ものであった。 

妙に 気位の 高かった 男で、 僕な ども 一 緒に 矢張り 気 



に 足る とで も 思った のであろう。 それから 大に近 

よって 来た。 

彼 は 僕に は 大抵な 事 は 話した よう だ。 (其 例 一 二 省 

とかく とし 

く) 兎に角 正 岡 は 僕と 同じ 歳なん だが 僕 は 正 岡 ほど 熟 

さなかった。 或 部分 は 万事が 弟 扱いだった。 従って 僕 

の 相手し 得ない 人の 悪い 事 を 平気で 遣って いた。 す 

れっから しであった。 (悪い 意味で いうので は 無い。) 

又 彼に は 政治家 的の アム ピション があった。 それで 

しき あえ 

頻りに 演説な ど を もやった。 敢て 謹聴す るに 足る 程の 

能弁で も 無い のに、 よくの さばり 出て 遣った。 つまら 

ないから 僕 等 聞いても いないが、 先生 得意に なって や 
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